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腐食性ガス中連続水分分析計 TMA

腐食性ガス中の水分計測が可能

0-10ppm～0 2500ppnの範囲を精度±1%で 測定

本体 ・センサー別置型のため、設置が容易

本体はデスクトップ型,19"ラ ツクマウン ト型:

ポータブル型から選定可能

耐腐食性センサーを使用 し、

筐体・電極・0-リングの材質選定が可能

センサー復帰を容易に行うことが出来る

複雑な配管にも弊社技術部が対応

防爆オプシヨンあり
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本体は35桁 LCOによるppm表示に加え、露点の同時

表示が可能です。また センサーの自動校正、測定

レンジ アラーム設定、データーロキンク設定(オブ

ション)等、全ての設定を本体前面から行う事が可

能です。

本体背部にはアナロク出力(0/420■A 010V)、 無

電圧 リレー接点を標準て装備しており、オブシヨン

により接点数の追加、RS 232接続が可能です。

ユーザー様の設置環境により、デスクトップ型

19・ラツクマウント型 ボータブル型から選定可能

です。

センサーは本体とЯl置型になつておりますので、設

置が容易です。センサー部を測定ラインに設置 し、

本体にケーブルを接続すれば測定開始です。

特に腐食性ガスにおいては材質の選定が重要です。

ユーザー様の用途、測定ガスの種類、水分濃度によ

り、複数の材質オブションを用意 しております。

これらのオブシヨンの中から、ユーザー様の用途に

合ったセンサーを選定させて頂きます。

筐  体  Sus316(IRS SS)

IIonel1 400 (TlS-1)

llaste ll oy (TIIS―H)

ガラス (TIS C) 他

電  極   白金 または ロジウム

本体 センサー
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動作原理

TMAシリース水分分析計は ■酸イしリン式 (電解式,水分分析の原理

を利!用しております.

11)リ ン酸は電気分解によって 五確イしリン 水素および酸業を

発生する.
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(2)五 酸化 リンは水を吸1又する.
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センサーはカラスててきており その周日に白金illt(オ ラシヨン

でロシウ′、

'か

らせん1人に本かれています.電 I・の間に塗布された

リン1安(13P04)か電気分解することによつて五酸化 リン 水業

酸素を発生 します.生 成 した五酸化 リンが吸1又する水の量と 生成

した水素と酸素の量はつりあうため ファラデーの法則 (電気分

"イされた物質の量は 流れた電気量に比|,1する)を 基に 水分量を言

測 します。

測定対象ガス

TMAシリース水分分析計は 不活性カス中の水分計メ1に力]え これまで計測かillしかつた腐食性ガス中の水分濃度を
"m単
位でコ定する

ことを|]育|としました。メ1定可青しなカスは広範囲にわたります.=な ものは以下の

“

り :

C12  HC[  H2S  S Fo  H2S04  SO'  HBr  CO,

Ar N′  H′  Hc 02 03 C2H2 炭 イヒ水 素  PH3 フ ロ ン 、 等

一方、アン■ニア リン確に反応するカスは使用不可能です.御 l●用のカスの計細については、オ社まて細相談下さい.

用 途
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O CO札 燥、 トライアイス製造工程

他多数用途て使用されています。

腐食性カス製造工程

半導体産業における膚食性カス純度の管理

l冨素乾lt装置

冷媒中の水分管理

医庫用酸■ガス中の水分管理

ホリ■テレン製造工程

熱処理炉中の水分管理

溶,■I程 におけるAr ie中水分管理

配管 ・ユニット設計について

膚食性ガスを取り扱う場合 配管の設言|には注意か必要です。

弊社技刊i部にて■―サー様の用途に合つた配管設計 ‐■ツト

設計をさせていたたきます.




